
 

◎研究の概要 

東山梨地区数学研究部会では， 

『わかる授業の工夫と授業実践～基礎学力の定着と考える力の育成～』というテーマのもと

に研究を進めている。 

  具体的な柱として， 

  ①各校一実践の研究協議 

   ○単元の導入に関する授業研究 

    ・単元の導入で，どのような教材を使い，どのように生徒の興味・関心を引きつける

かを，これまでの実践等を持ち寄り研究。 

   ○作業的活動を取り入れた授業研究 

    ・生徒に作業させた内容について，ねらいや生徒に考えさせたいことについて研究。 

   ○ＩＣＴを取り入れた授業研究 

    ・ＩＣＴをどのような場面で利用できるか検討。 

    ・授業で使える有効なソフト・アプリなどの紹介や実践報告を行う。 

  ②統一授業研ほか研究授業者の指導案検討および研究協議 

    ・小学校部会と連携して行っている統一授業研究会の指導案検討をする。 

    ・公開授業や校内研究等で実践する指導案を検討する。 

 

◎研究の経過 

 第１回   ５月 ８日 組織作りと今年の研究テーマ決定 

 第２回   ５月２２日 県春季研究集会の環流報告 

             各校から「一次関数」の実践報告 

 第３回   ６月１２日 勝沼中学校雨宮教諭による２学年「一次関数」統一授業研の指導

案検討（第１回） 

 第４回   ８月 ９日 勝沼中学校雨宮教諭による２学年「一次関数」統一授業研の指導

案検討（第２回） 

 第５回   ８月２８日 勝沼中学校雨宮教諭による２学年「一次関数」統一授業研 

             １次関数の導入（タブレットを活用した授業） 

第６回   ９月１８日 山梨北中学校武井教諭による２学年「確率」の実践報告 

            県秋季研究集会のリポート内容の確認 

 

◎今後の予定 

 第７回  １１月２７日 新学習指導要領に向けての学習会 

 第８回   １月１５日 新学習指導要領に向けての学習会 

 第９回   ２月 ５日 統一授業研究会【小学校】 

 第１０回  ２月１２日 まとめと来年度に向けて 
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数学科学習指導案 

指導者  武井松里子 

 

１ 単元名  確率 

２ 単元について 

 多くの情報が溢れる現代、自然現象や社会現象における不確定な事象を考察し、確率の考え

をもとにして判断し適切な情報を選び抜く力を養うことが、今まで以上に求められている。ま

た、「降水確率」のように、身のまわりでよく使われている確率という言葉を、生徒たちが実は

深く理解しないまま使っているという現状もある。よってこの単元の主なねらいは、①確率の

意味を理解し、確率的な見方や考え方の基礎を培うこと、②起こりうる場合を整理しながらあ

げ、簡単な場合の確率を求められることであると考える。 

小学校では、資料を分類整理して特徴を調べること（４年次）、百分率の考え方（５年次）、

起こりうる場合を順序よく整理して調べること（６年次）を学習してきている。また中学１年

次の資料の分析と活用で、相対度数について学習した。これらの学習を生かしながらも、決し

て計算で求められる数学的確率だけに終始するのではなく、本来実験や観察から導かれる統計

的確率についても考えさせることで、３年生の標本調査の学習につなげていきたい。 

３ 単元の目標 

 （１）確率に関心をもち、その必要性や意味を考えたり、実験や観察を通してあることがら

の起こりやすさを調べたりすることができる。（関心・意欲・態度） 

 （２）不確定な事象の起こりやすさを、確率をもとにして考え、説明することができる。（数

学的な見方・考え方） 

 （３）不確定な事象について、樹形図や表を利用して場合の数を数えたり、簡単な場合につ

いて確率を求めたりすることができる。（技能） 

 （４）確率の意味や、計算による確率の求め方や樹形図などの用い方を理解することができ

る。（知識・理解） 

４ 評価規準 

数学への 

関心・意欲・態度 

数学的な見方・考え方 数学的な技能 数量や図形について

の知識・理解 

・確率に関心をもち、

その必要性と意味を

考えたり、不確定な事

象の起こりやすさに

ついて調べたり、確率

を求めたりしようと

している。 

・確率を用いて不確定

な事象をとらえ説明

することに関心をも

・多数回の試行を行う

などして、不確定な事

象の起こりやすさの

傾向を読み取ること

ができる。 

・同様に確からしいこ

とを基にして、確率の

求め方を考えること

ができる。 

・多数回の試行から求

・多数回の試行の結果

から相対度数を計算

し、確率を求めること

ができる。 

・樹形図や表などを利

用して、起こりうるす

べての場合を求め、同

様に確からしいこと

を基にして、簡単な場

合について確率を求

・確率の必要性と意味

を理解している。 

・確率を用いて問題を

解決する手段を理解

している。 
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ち、問題の解決に生か

そうとしている。 

 

 

めた確率と、同様に確

からしいことを基に

して求めた確率を比

較し、その関係を考え

ることができる。 

・問題を解決するため

に確率を用いて不確

定な事象の起こりや

すさの傾向を捉え説

明することができる。 

めることができる。 

・問題を解決するため

に、起こりうるすべて

の場合を求めたり、確

率を求めたりするこ

とができる。 

 

５ 指導計画（計１０時間） 

項 時数 学習内容 

ことがらの起こりやすさ ３ 多数回の実験や観察の結果から、確率を考える。（本時３／３） 

確率とその求め方 ２ ①実験や観察によらない方法で確率を求められないか考える。 

②起こりうる場合を図や表を利用して全部あげ確率を求める。 

いろいろな確率 ２ ①いろいろな工夫をして確率を求める。 

②あることがらの起こらない確率について考える。 

確率による説明 １ ことがらの起こりやすさを、確率をもとにして説明する。 

演習問題 ２ ①基本の問題・章の問題    ②単元テスト 

 

６ 生徒の実態（２年２組） 

 男子 18 人，女子 14 人，計 32 人の学級である。普段は特別支援学級生徒男女各 1 名を除い

た計 30 人で授業を行っている。週３時間の授業のうち、２時間をＴＴ（ティームティーチン

グ）体制で行っており、昨年よりもきめ細かな指導ができている。ペア活動やグループ活動に

意欲的に取り組む生徒が多く、あたたかな雰囲気の中で学び合いができる集団である。またそ

のような活動を通して、少しずつだが自分の考えを整理しながら論理的に説明することができ

る生徒も増えてきた。しかし、小学校の基礎的な計算等が身についていない生徒や、難易度の

高い課題に対してすぐにあきらめてしまう生徒も数名いる。そのような生徒が前向きに取り組

めるような学習課題の工夫等が必要である。 

事前に行った準備テストから、小学６年生で学習した「場合の数」は約８割の生徒が理解で

きていたが、中学 1 年で学習した相対度数について、言葉の意味や計算方法が理解できていな

い生徒が半数以上いることがわかった。相対度数の考えが確率の考えに直結することを踏まえ、

丁寧な指導をしていく必要があると考える。 

 

準備テスト結果（３０人中２８人受検・欠席２人） 

 問題 正答率 

１ バスケットボールについて（１）Ａさんのシュートの入った割合 78.6% 

（２）Ｂさんのシュートの入った割合 75.0% 
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（３）シュートを決めた割合が大きいのは、Ａ，Ｂのどちらか。 92.9% 

２ 財布の中の５種類の硬貨のうち２枚を組み合わせてできる金額を全て答える。 78.6% 

３ １,２,３のカードから１枚ずつひき３けたの整数をつくるとき、何通りの整数
ができるか。 

89.3% 

４ 全校生徒 180 人の中で、50ｍ走の記録が 7 秒以上 8 秒未満（86 人）の階級の

相対度数 

42.9% 

 

７ 本時の授業 

（１）題材   あたりが出やすいのはどっち？ ～あたりやすさをグラフから考えよう～ 

（２）日時   平成３１年２月６日（水）５時間目 

（３）場所   山梨北中学校３階 ２年２組教室 

（４）ねらい  ことがらの起こりやすさに関心をもち、実験・考察を通して起こりやすさの

違いや確率の意味について理解する。 

 

（５）展開 

 学習活動 

（主な発問・予想される生徒の反応） 

教師の支援・指導上の留意点 評価 

教具等 

導

入 

５

分 

○前時の振り返り・めあての確認 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時にどう予想したか挙手で確認

し、簡単に理由も紹介する。 

・あたりやすさ＝相対度数の求め方を

再確認する。 

・前時にかいた各グループのグラフを

提示し、あたりやすさが１つの数値に

決められなかったことを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・各班のグ

ラフ提示 

展

開 

35

分 

○学習課題を把握する。 

 

 

○各学級の実験結果を示し、４クラス

分のデータをもとに、グループごと

グラフに表す。   

＊各学級のデータ…別紙参照 

  １・５班：１組  ２・６班：２組 

  ３・７班：３組  ４・８班：４組 

 

 

 

 

 

・各学級の実験結果（相対度数含む）

を配布し、２グループずつ分担してグ

ラフに表す。（Ａ：赤 Ｂ：青） 

・各班でリーダーを中心に役割分担を

させる。 

 

 

 

・拡大グラ

フ用紙・赤

青ペン・各

学 級 実 験

結 果 資 料

配布 

関 グルー

プ 活 動 に

意 欲 的 に

参 加 し て

いたか。 

５個のうち３個のあたりくじが入っているくじがあります。Ａ，Ｂの２人

がこの順に１個ずつくじをひくとき、どちらの方があたりやすいですか。 

Ａ，Ｂのあたりやすさをグラフから考えよう。 

めあて：ことがらの起こりやすさについて考え、確率の意味を理解しよう。 
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○前半・後半のグループに分かれ各ク

ラスのグラフを観察し、どちらがあ

たりやすいかを考える。 

 ＜予想される反応＞ 

 ＡorＢ：グラフの終末を見て判断 

 同じ：１組と２組は最後には赤と青

がほとんど変わらないから 

    最初に比べてグラフが平らに

なっているから 

わからない：クラスによってグラフ

の形が違うから 

 

○学年全体のグラフを見て、気づいた

ことやわかったことを考える。 

 ①個人 

 ②グループ 

 ③発表 

 

 

 

 

 

 

 

・教室内をまわってよくグラフを観察

し、違いやそれぞれの特徴を捉えるよ

うに促す。 

・グラフからわかることを判断の根拠

にするよう伝える。 

・机間巡視・指名順番を確認する。 

・隣同士で簡単に確認させてから全体

で発表させる。 

 

 

 

 

・２組のグラフの続きに学年全体のグ

ラフを提示する。 

・グラフの全体の形や最初の予想と比

べるなど、多面的に捉えるよう促す。 

 

 

 

 

 

 

 

・ワークシ

ート配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見 実験結

果 を 考 察

し、相対度

数 が あ る

値 に 近 づ

い て い る

こ と に 気

づ く こ と

が で き た

か。 

ま 

と 

め 

10

分 

○確率の意味を確認し、本時のまとめ

とする。 

 

 

 

 

 

○本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ここでは 0.6 という値が確率である

ことを確認する。 

・0.6 という値について生徒から意見

が出なかった場合は、簡単に触れる。 

・ワークシートにまとめと感想を記入

させ、数名に発表させる。 

 

 

関 ワーク

シ ー ト に

本 時 の 学

習 内 容 を

整 理 し て

記 入 し て

いたか。 

 

 

 

実験を多数回くり返すとき、そのことがらが起こる相対度数は、ある値に

限りなく近づいていく。 

ある値→確率・・・結果が偶然に左右される実験や観察を行うとき、あ
ることがらが起こると期待される程度（起こりやす
さの程度）を数で表したもの。 

〈予想される生徒の反応〉 

・実験の回数が少ないときは、グラフが特にギザギザになって

いた。 

・回数が多くなると、グラフが平らに近づいてくる。 

・Ａ，Ｂのあたりやすさはだいたい同じくらいだ。 

・一定の幅の中でしか動いていない。 

 ・相対度数は 0.6 に近づいていく。 

 ・0.6 は５個のくじの中の３個があたりということだ。 
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Ａ・Ｂを 各班の 

選んだ  グラフ 

理由 

 

 

 

板書計画 

 

 

 

 

 

 

ホワイトボード 

                                        黒板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

予想 

問題 

めあて 

学習課題 

２組グラフ 学年全体 

考察（意見） まとめ 
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研究授業を終えて 

 今回の授業は、通常ならば資料上で考えさせることの多い「多数回の実験を繰り返すことで、

起こりやすさを表す値がある数値に限りなく近づいていく」ことを、実験やグラフ作成などの

数学的活動を通して学習する授業であった。どのようにしたら子どもたちから期待する反応を

引きだすことができるのか試行錯誤しながら研究を進め、３クラスでのプレ授業の後、今回の

研究授業を迎えた。１時間目の実験、２時間目の相対度数を求め各班でのグラフづくりと考察、

そして３時間目の研究授業と、生徒たちは主体的に、そして何より楽しそうに授業に取り組ん

でいた。この授業で学んだ事が今後、子どもたちの記憶に残り、確率を身近なものとして捉え

生活に生かしていくことを期待したい。 

  

１ 研究会より 

（１）授業者より 

①生徒が授業に参加している意識を持てるよう、出された意見に対して挙手で同意の確認を

したり、仲間の意見を聞く姿勢になるまで待ったりすることを心がけた。 

②各グループで作成したグラフを見て教室をまわる際は、もっとお互いに声をかけ合い議論

しながらグラフを見てほしい意図があったが、見て歩いているだけの生徒が多くなってし

まった。（前時は良い雰囲気で行えていたので残念だった。） 

③各班で作成したグラフ用紙が次の活動の邪魔になっていたので、全班同じタイミングで回

収すべきだった。 

④生徒が緊張のせいもあり挙手がいつもより少なかったが、机間巡視で指名する生徒を決め

ていたため、期待する生徒の意見が出されてよかった。 

⑤学年全体のデータをもとにつくったグラフを見ての考察では、教師が特に期待する意見（①

回数が増えていくとグラフがほぼ平らになる、②相対度数が 0.6（3／5）に近づいていく）

が生徒から出され、子どもたちから納得の声が上がった。これらの意見が子どもたちから

出たことには、とても大きな価値があった。 

⑥相対度数の値をとる目盛りを拡大し 0.25～0.75 の範囲でとったことにより、前半の大きな

変化が後半落ち着いた様子を読みとることができた。一方で、後半のグラフが 0.6 に収束

している様子を明確にするためには、0.0～1.0の範囲でかかせてもよかったのではないか。 
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⑦授業終了後、数名の生徒が質問に来た。Ａさんの確率が 3／5 になることは理解できたが、

Ｂさんも 3／5 なることに納得がいかない生徒が多かった。授

業の終末で話した通り、今後の授業で解決できるから、それま

で待つようにと話をした。 

 

 

（２）参観された先生方より（小学校含む） 

質問  

①（各クラスのデータについて）３組だけ実験回数が少ないのはなぜか？ 

→１番最初に授業をしたクラスで、実験に時間がかかってしまった。 

 ②あたりやすさを表す値を決める際、「班のグラフで分からなければクラスのグラフ。クラス 

のグラフで分からなければ学年のグラフ」という声が出たが、前時で確認したのか。 

  →２時間目で班のグラフを見比べたとき、「回数をもっと増やせばいいのかな？」という意 

見が出たため、学年のグラフを見ればよいのではという声が上がったと考えられる。 

 

意見 

 ①実際に生徒がくじを引いて結果を求めたものなので説得力があり、興味関心を引く授業だ

った。プレ授業をふまえて授業改善をしていたので、わかりやすい授業だった。 

 ②班活動の雰囲気が良く、日頃から取り組んでいる様子が伺えた。 

 ③小学校では導入に３時間は飽きてしまう。時間をかけてていねいに指導していてよかった。 

 ④たくさんのデータを処理するのにエクセルを使うと効率が良いと思うが、実際に子どもた

ちがグラフをかく作業も必要だと思った。 

 ⑤各クラスのグラフを観察したあと、まだＡの方があたりやすいと答えた生徒が２０人いた。

直感的に考えてしまうのではなく、しっかりと観察・考察した上で結論にたどり着く力を

養いたい。 

 ⑥１つ１つ丁寧に作業して結果を出したので、生徒の記憶に残ると思った。Ｂさんのあたる

確率が 2／4 と 3／4 になることをどうまとめていくかがポイントになると思う。 

 ⑦生徒１台タブレットや黒板にプロジェクターで映すなど、ＩＣＴの活用も確かに必要だが、

今回の授業のように自分たちの手でグラフをかくことは大切なことだと思う。 

 ⑧コインやサイコロを使って、１つの事象の起こりやすさがある値に収束する実験を扱う授

業はしたことがあるが、この授業では２つの事象（Ａ・Ｂのあたりやすさ）が同じ値に収

束することを上手にまとめられていたので良かった。 

 ⑨0.6 と 3／5 の２つの数の関係についても話せていたので良かった。 

 ⑩実生活と結びつけたり、身の回りに存在する確率に興味を持ったりと、関心を持てたこと

が伝わる感想が多く見られた。 
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２ 生徒のワークシートより 

（１）各クラスのグラフを見て、Ａ・Ｂどちらがあたりやすいか考えよう。 

（Ａ・・・２０人   Ｂ・・・１人   同じくらい，わからない・・・６人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

各クラスの実験結果を示

すグラフを生徒はよく観察

していた。しかし、その時そ

の時の相対度数の違い（差）

だけに注目した生徒が多く、

実験回数が少ないときと多

いときでどのような変化が

見られたか、グラフの全体像

を見ている生徒が少なかっ

た。全体としての変化に注目

することができれば、この段

階で「最初に比べてグラフが

平らになっているから、この

あとはもっと平らになるの

ではないか」→「Ａ，Ｂのあ

たりやすさは同じかもしれ

ない」→「0.6 に近づいてい

くのではないか」という考え

が出た可能性もある。生徒の

ワークシートを見ながら、そ

のような着眼点を持てるよ

うな補助発問等ができれば

よかった。 
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（２）学年全体のグラフを見て、気づいたことやわかったことを考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）授業の振り返り（感想・わかったこと） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年全体のデータより

つくられたグラフからは、

教師が期待する意見が多

く出された。 

「なぜ 0.6 という値

なのか」という教師の

問いかけに、「3／5」

「５個中３個あたり

が入っているから」と

すぐに数人が答えた。

「確かに！」「あー、

なるほど！」と感心す

る声が生徒たちから

あがり、よい雰囲気で

授業を終えることが

できた。 
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＊ 参考資料 導入１時間目・２時間目 ワークシート 


